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〈
研
究
授
業
〉 

第
七
十
一
回
県
研
究
授
業
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

苅
田
工
業
高
校 

福
元 

隆
寛 

一
は
じ
め
に 

今
年
度
、
苅
田
工
業
高
等
学
校
で
、
第
七
十
一
回
研
究
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
研
究
授
業
に
あ
た
り
、「
行
書
の
創
作
～
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
～
」
を
単
元
と
し

て
設
定
し
、「
学
習
評
価
に
つ
な
が
る
指
導
及
び
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
工
夫
と
、
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
評
価
」
を
テ
ー
マ
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
以
下

に
、
内
容
を
示
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

二 

概
要 

（
一
）
実
施
学
校 

福
岡
県
立
苅
田
工
業
高
等
学
校 

（
二
）
日 

 

時 

令
和
五
年
十
二
月
六
日 

水
曜
日 
二
・
三
時
限 

（
三
）
対 

 

象 

機
械
科
一
年
Ａ
組
十
五
名 

（
四
）
科 

 

目 

書
道Ⅰ

 

（
五
）
単 

元 

名 

漢
字
の
書 

「
行
書
の
創
作
～
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
～
」 

 
 

（
六
）
本
単
元
ま
で
の
流
れ 

 
 
 
 
 

１ 

書
道
の
基
本
（
書
道Ⅰ

の
導
入
） 

２ 

漢
字
の
書 

 
 
 
 
 

① 

楷
書
の
学
習 

 
 
 
 
 

〔
九
成
宮
醴
泉
銘
、
孔
子
廟
堂
碑
、
建
中
告
身
帖
、
始
平
公
造
像
記
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

② 

篆
刻
の
学
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 

行
書
の
学
習
〔
蘭
亭
序
、
争
坐
位
文
稿
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

行
書
の
創
作
～
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
～
・
・
・
本
単
元 

 

（
七
）
本
単
元
の
学
習
内
容 

 
 
 
 

・
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
な
が
ら
「
風
」
字
の
行
書
創
作
の
作
品
制 

作
に
取
り
組
ま
せ
る
。 

 
 
 
 
 

１ 

本
単
元
の
流
れ 

 
 
 
 
 

①
表
現
の
意
図
を
考
え
る 

 
 
 
 
 

②
書
を
構
成
す
る
要
素
か
ら
考
え
る 

 
 
 
 
 

③
表
現
性
か
ら
考
え
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
本
時 

 
 
 
 
 
 

「
変
化
」「
律
動
」「
性
情
」
で
説
明
し
て
み
る
。 

 
 
 
 
 

④
表
現
効
果
を
考
え
る(

表
現
の
意
図
の
再
考) 

 
 
 
 
 
 

意
図
に
応
じ
た
表
現
が
で
き
て
い
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

三 

研
究
授
業
（
本
時
）
の
流
れ 

 

（
一
）
前
時
の
振
り
返
り 

 
 
 

 

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
自
身
の
表
現
の
意
図
や
書
を
構

成
す
る
要
素
に
つ
い
て
確
認
し
、
前
時
の
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
る
と

と
も
に
、
前
時
に
制
作
し
た
作
品
例
と
そ
の
解
説
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
と
は
異
な
る
新
た
な
見
方
・
考
え
方
（
感
じ
方
や
捉
え
方
、

考
え
方
）
に
気
づ
く
。 

 

（
二
）
構
想
・
工
夫
の
見
直
し
② 

 
 
 
 

・
用
筆
・
運
筆
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
書
の
表
現
性
に
つ
い
て
、「
変
化
」「
律

動
」「
性
情
」
か
ら
理
解
す
る
。 

・
書
を
構
成
す
る
要
素
を
踏
ま
え
て
、
作
品
制
作
②
で
表
し
た
作
品
に
つ

い
て
表
現 

性
（
変
化
、
律
動
、
性
情
）
か
ら
考
え
、
必
要
な
改
善
点
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 
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（
三
）
相
互
鑑
賞
・
意
見
交
換
① 

・
表
現
の
意
図
、
構
想
・
工
夫
、
構
想
・
工
夫
の
見
直
し
①
②
で
記
入
し
た

記
述
内
容
と
作
品
制
作
①
②
で
表
し
た
作
品
の
画
像
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

共
有
し
た
後
、
相
互
鑑
賞
・
意
見
交
換
を
行
い
、
表
現
の
意
図
に
基
づ
く

構
想
の
実
現
に
向
け
た
他
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
記
入
す
る
。 

 

（
四
）
構
想
・
工
夫
の
見
直
し
③ 

・
相
互
鑑
賞
・
意
見
交
換
①
を
通
し
て
、
他
者
の
見
方
・
考
え
方
（
感
じ
方

や
捉
え 

方
、
考
え
方
）
に
触
れ
る
こ
と
で
広
げ
た
自
身
の
見
方
・
考
え

方
（
感
じ
方
や
捉
え
方
、
考
え
方
）
を
働
か
せ
な
が
ら
、
表
現
性
の
観
点

か
ら
こ
れ
ま
で
の
構
想
・
工
夫
の
過
程
や
作
品
を
再
度
見
直
し
、
自
身
の

表
現
の
意
図
に
基
づ
く
構
想
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
改
善
点
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

 

（
五
）
中
間
自
己
評
価 

・
相
互
鑑
賞
・
意
見
交
換
①
を
通
し
て
他
者
の
作
品
や
構
想
・
工
夫
の
取
組

か
ら
感
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
自
身
の
構
想
・
工
夫
の
取
組
を
振
り
返

り
、
自
身
の
表
現
の
意
図
に
基
づ
く
構
想
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
活

動
へ
の
見
通
し
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。 

 

（
六
）
作
品
制
作
③ 

・
相
互
鑑
賞
・
意
見
交
換
①
や
構
想
・
工
夫
の
見
直
し
③
の
内
容
を
踏
ま
え
、

「
風
」
字
に
つ
い
て
、
自
身
の
表
現
の
意
図
に
基
づ
く
構
想
の
実
現
に
向

け
て
作
品
を
表
す
。 

 
 

（
七
）
本
時
の
ま
と
め 

・
作
品
制
作
③
で
表
し
た
作
品
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
、
デ
ジ
タ
ル
教

材
に
貼
り
付
け
た
後
、
次
回
の
意
見
交
換
の
活
動
と
そ
の
後
の
流
れ
に

つ
い
て
確
認
す
る
。 

                        

【（二）・（三）における生徒のＩＣＴ成果物】 
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四 

研
究
授
業
を
終
え
て 

 

今
年
度
の
研
究
授
業
で
は
、「
学
習
評
価
に
つ
な
が
る
指
導
及
び
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

工
夫
と
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
評
価
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
本
単
元
に
お

け
る
指
導
と
評
価
の
計
画
に
お
い
て
工
夫
し
た
こ
と
は
三
点
あ
り
ま
す
。 

 

①
生
徒
が
学
ん
で
い
る
こ
と
の
意
義
や
価
値
を
自
覚
し
な
が
ら
学
習
活
動
に
主
体

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
指
導
を
工

夫
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
過
程
を
適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

②
指
導
に
生
か
す
評
価
と
記
録
に
残
す
評
価
の
場
面
を
精
選
し
、
評
価
の
場
面
を

適
切
に
位
置
づ
け
た
授
業
を
計
画
し
、
生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
調
整
し
な
が
ら

粘
り
強
く
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
学
習
改
善
及
び
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
評
価
の
視
点
か
ら
効

果
的
な
指
導
を
見
直
す
こ
と
。 

③
学
習
評
価
を
教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
。 

 

午
後
か
ら
の
協
議
会
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
多
く
の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ご
意 

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身
の
反
省
と
し
て
、「
授
業
計
画
の
中
で
時
間
配

分
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
は
当
日
の
授
業
の

中
で
十
分
に
い
か
す
こ
と
が
で
き
な
っ
た
。」
等
あ
り
ま
す
。
今
後
は
今
回
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
自
身
の
反
省
点
を
見
直
し
、
生
徒
の
実
態
応
じ
な
が
ら
工
夫
、
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【生徒の作品①】 【生徒の作品②】 


